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日
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r
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H
a
k
o
d
a
t
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N
o
r
t
h
	
R
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C
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本
日
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

自
主
休

会
次

回
・

1
0
月

3
0
日

プ
ロ
グ

ラ
ム

「
G
S
E
を

む
か
え
て
」

1
1
月

6
日

C
S
E
メ

ン
バ

ー

2
∞

2
～

0
3
年

度

国
際

ロ
ー
タ

リ
ー
・

テ
ー
マ

(
4
)
建

設
工
事

①
	

当
初

2
7
ホ

ー
ル

を
最

終
的

に
は

1
8
ホ

ー
ル

に
変

更
.

②
	

埋
蔵

文
化

財
に
よ

る
規

制

③
	

地
中
還

水
シ
ス

テ
ム

の
設

置

④
	

ス
プ

リ
ン

ク
ラ
ー
設

備

⑤
	

固
い
粘

土
層

(
サ

ン
ド
層
+
排

水
管

)
…

…
保

水
力

と
水
捌

け

(
5
)
会

員
権

の
販

売

平
成

7
年

8
月

か
ら
販
売

開
始

(
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グ

ラ
ン

ト
オ
ー

プ
ン

平
成

8
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7
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オ
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プ
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1
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ー
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リ
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会
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ピ
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イ
・

ラ
タ
ク
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ヽ
′

例
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1
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1
0
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2
0
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(
日

)

移
動
例
会
「

家
族

例
会
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☆
会

長
	
小

笠
原

を
	
	

☆
幹

事
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雄
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2
0
0
2
～

2
0
0
3
く

第
1
8
9
1
回

例
会
〉
第

1
4
号

1
0
月

9
日

の
記
録

⑥
司
	
	

会
	

小
笠
原
	

孝
会

長
	
	
	
	

◎
斉
	
	

嗜
	

そ
れ

て
こ
そ

ロ
ー

タ
リ
ー

◎
ビ
ジ

タ
ー
	

函
館
R
.
C
.
神

田
勝

美
君
・

吉
川

孝
臣

君
・

丸
山
雄

一
君

、
群

馬
県

渋
川
み

ど
り
R
.
C
.
針

塚
藤

電
君

.

大
谷

高
校
	

鰐
渕

邊
子
先

生
・

三
ッ
石
降

博
さ
ん
・
鋪
	

研
二

さ
ん

◎
会

長
報

告
	

小
笠
原
	

孝
会

長
0
新

入
会
員

紹
介

:
渡

辺
■
康

氏
	

推
薦

者
;
森
	

秀
樹

会
員
	

所
属
委

員
会

;
親

睦
活

動
委

員
会
	
	

υ

◎
委

員
会

報
告

●
親

睦
活

動
委

員
会
	

増
山
	
	

正
委

員
長

1
0
月

2
3
日

の
例

会
を
移

動
例

会
と

し
、

1
0
月

2
0
日

(
日
)
グ

リ
ー

ン
ピ

ア
大

沼
に
お

い
て
家

族
例

会
を
行

い
ま
す
。

集
合
場
所

に
つ

い
て
は
人

沼
グ

リ
ー

ン
ピ

ア
ホ
テ

ル
集

合
と

し
ま
す
。

出
欠
等
最

終
〆

切
り
迄

あ
と
わ

ず
か

で
す
。

御
参
加

下
さ

い
。

●
雑

誌
委

員
会
	

中
野
	
	

亮
委

員
長

会
報

|
ロ

ー
タ

リ
ー

の
友
1
講

読
の
す

す
め

ロ
ー

タ
リ
ー
の
意

義
に
つ

い
て

大
変

参
考

に
な

る
の
で

各
会

員
及

び
新

会
員

の
み
な

さ
ん
熟

読
を

し
て

下
さ
い
。

◎
幹
事
報
告
	
増

田
	

定
雄

幹
事

O
函

館
東
R
.
c
.
l
o
月

2
2
日

移
動

例
会

、
函
館
R
.
C
.
1
0
月

2
4
日

夜
‖"
"
例
会

に
変

更
で

す
。

◎
親

睦
活

動
委

員
会
	

増
山
	
	
i
「

委
員
長

ニ
コ
ニ

コ
8
0
x
投

入
報

告
小
笠
原

会
長

…
…
3
0
X
に

協
力

.

増
田
	

幹
事

…
…
大

谷
高
校

イ
ン
タ
ー

ア
ク

ト
ク

ラ
ブ
の

み
な

さ
ん

を
歓

迎
し
て
。

増
山
	

会
員
…

…
新

入
会

員
の
渡

辺
さ
ん

を
歓

迎
し
て
。

森
	
	

会
員

…
…
新

入
会
員

の
渡

辺
さ
ん

の
人

会
を
記
念

し
て
。

結
婚

記
念

品
を

い
た

だ
き
ぁ

り
が

と
ぅ
ご

ざ
ぃ

ま
す
。

松
見
	

会
員

…
…
大
谷

高
校

イ
ン
タ
ー

ア
ク

ト
ク

ラ
プ
の

み
な

さ
ん

を
歓

迎
し
て
。

中
川
I
	
会

員
…

…
3
0
X
に

協
力

.

田
畑
	

会
員

…
…
大

谷
高
校

イ
ン
タ

ー
ァ
ク

ト
ク

ラ
プ

の
み

な
さ
ん

を
歓

迎
し
て
。

紫
前
	

会
員
¨̈

お̈
久

し
ぶ

り
で

す
。

久
保
	

会
貝

…
…
B
O
X
に

協
力
。

千
葉
	
会
員
…
…
	
	
〃

栗
飯
原
会
員̈

¨̈
明
日
か
ら
天
津
へ
行
き
ま
す
。
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(
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◎
ク

ラ
ブ

フ
ォ
ー

ラ
ム

「
大

谷
高
校

イ
ン
タ

ー
ア

ク
ト
の
韓

目
訪

間
の
報

告
会

」

く
韓

目
研

修
を
終

ぇ
て

〉
	
	
	
	

函
館

大
谷

高
等

学
校
	
2
1
:
	
	

ニ
ツ
石
	

隆
	

博

8
月

1
日

か
ら

5
日

ま
で
行

わ
れ

た
韓

国
研

修
で
.
	
・
番
心

を
打

た
れ

た
場

所
が

あ
る
。
そ
れ

は
.
4

日
日
に
見
学

し
た
西

大
門
刑

務
所

だ
。
日
本
軍

が
.
抗

日
独

立
運
動

を
し
た
韓
国

の
人
た

ち
を
拷

間
し
、

殺
し
て

し
ま

つ
た

と
い

う
こ

と
は
事

前
に
学

習
し
て

い
た

が
、	

予
想

を
越

え
た
残
酷

さ
に
.
僕

は
言

葉

を
失

っ
て

し
ま
つ
た
。

そ
の

日
.
天

候
は
土
砂
降

り
で
最

悪
だ

っ
た
。
で

も
.
′

スヽ
に
乗

り
.
西

大
門

刑
務
所

へ
向

か
っ
た
。

入
リ
ロ
は
高

い
壁

が
た

ち
は
だ
か

り
、

日
本

で
見
た

刑
務

所
と
同

じ
だ

っ
た
。

中
に
入

る
と
,
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ァ
で

ゃ
っ
て

い
る

と
ぃ

ぅ
ぉ

じ
(
い

)
さ

ん
が
.
先

ず
、

ビ
デ

オ
を

日
本
語

で
説
明

し
て

く
れ

た
。

そ
の
後
.
中

を
見
学

し
た
。

中
に
は
、

1
1
本

軍
に
殺

さ
れ

た
人

々
の
り ‐

籍
ゃ

、
実

際
に
使

用
さ
れ

た
牢

獄
が

あ
っ
た
。

鳥
肌

が
立

っ
て

き
た
。

′ヽ
	
	

ム
チ
で
殴

っ
た

り
、

水
攻

め
で
殺

し
た

り
.
あ

ま
り
に

も
残
酷

す
ぎ

る
。

こ
ん

な
こ
と
を

し
た

の
が

我
々

と
同

じ
l
l
本

人
だ

と
は
信

じ
た

く
な

か
つ
た
。

日
韓

併
合

は
.
韓

国
の

人
々
の

身
も
心

も
ズ

タ
ズ

タ
に

し
て

し
ま

つ
た
最

悪
の
事

だ
と
思

う
.

今
、

世
界
の

各
地

で
戦

争
や

テ
ロ
事

件
が

多
発

し
て

い
る
け
れ

ど
、

戦
争

は
人
の
心

を
ダ

メ
に
す

る

の
で

、
絶

対
や

め
て

は
し
い

と
思

う
。

僕
は

、
こ
の

西
大

|
■
1
刑
務

所
で

見
学

し
た

こ
と
は
、	

一
生
忘

れ
な

い
。

く
研
修

旅
行

の
感

想
〉	
	
	
	
	

函
館

大
谷

高
等

学
校
	
2
年

	
	

鋪
	
	
	

研
	
~

イ
ン

タ
ー

ア
ク

ト
の
研

修
旅
行

で
韓
国

へ
行

っ
て

き
ま

し
た
。

以
前

に
韓

同
へ
行

っ
た
従

兄
弟

が
「
韓
国

は
.
町

中
が

キ
ム

チ
の
匂

い
が
す

る
|
と

い
う
の

を
聞

い

て
か

ら
、

ど
ん

な
国

な
の
か

と
て

も
興

味
が

あ
り
ま

し
た
。

空
港

に
着

い
て

飛
行
機

か
ら
降

り
る

と
曇

り
空

で
、

出
発

し
た
時

の
日
本

と
あ

ま
り
変

わ
ら
な

い
天

候
で

し
た
。

′ヽ
ス
か

ら
見

た
町

並
み

は
、

大
き
な

ビ
ル

が
立
ち
並

び
、

ハ
ン
グ
ル

文
字

だ
ら
け
で

、
外

国
に
来

た
ん

だ
と
い

う
こ
と
を
実

感
し
ま

し
た
。

車
は
、

日
本

と
違

っ
て

右
側

通
行

で
、

乗
り
降

り
は

右
側

の
ド
ア
か

ら
な

の
で

、
少

し
戸

惑
い

ま
し
た
。

υ
	
	
~
1
1
目

の
見

学
は
、
明
暉

園
(
ミ

ョ
ン
フ

イ
ウ

ォ
ン

)
と

い
う
障
害

者
の

た
め
の

施
設

で
し
た
。

去
年

は
.
「

度
こ
の
時

期
に

1
教
科

書
問

題
」

が
起

こ
っ
て

、
訪

間
を
断

わ
ら
れ

た
と

こ
ろ
だ

そ
う
で

す
。

シ
ス

タ
ー
の
服

装
を

し
た
固

長
さ

ん
が
や

さ
し
い
笑
顔

で
迎

ぇ
て

く
れ

ま
し
た
。

こ
こ
は
	ヽ
占
.
	
日
本

帝
国

が
「
合
併

|
と

い
う
名

の
侵
略

を
し
た

と
き
、

朝
鮮

王
朝

の
最
後

の
皇
太

子
と
政
略

結
婚

を
さ
せ

ら
れ

た
日
本

人
女
性

、
李

方
子

さ
ま
が

創
っ
た

施
設

だ
そ

ぅ
で
す

が
、

今
は

カ
ト
リ

ッ
ク
教

会
に
運

営

が
委

託
さ
れ
て

い
る

と
の

こ
と
で

し
た
o
最

初
は
、

入
所
者

と
交

流
す

る
予
定

だ
つ
た

の
で
す

が
、
夏

休
み

で
み

ん
な

が
家

に
帰

つ
て

い
て

ヽ
交

流
は

出
来

ま
せ

ん
で

し
た
。

そ
の
代

わ
り
に

ビ
デ

オ
を

見
せ

て
く
れ

ま
し
た
。

精
神
障
害

者
に
は
、

日
常

生
活

教
育

と
職

業
生
活

教
育

、
そ

し
て

社
会

生
活

教
育

を

し
、

身
体

障
害

者
に
は
.
そ

の
人
の
状

況
に
合
ゎ

せ
た
教

育
を

し
て

い
る
そ

う
で
す
o
障

害
を
持

っ
て

い
る
か

ら
と
い

つ
て
・

な
に

も
か

も
す

べ
て

を
や

つ
て

あ
げ

る
の
は

、
必
ず

し
も
い

い
こ
と
で
は

な
く
、

出
来

る
だ

け
そ

の
人
が

自
立
で

き
る
ょ

う
に
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ
と
が
大

事
だ

と
園
長

さ
ん

が
話

し
て

い

ま
し
た
。

こ
の
日

の
考

え
方

は
、
「
人
和
.
真

実
、
奉
仕

」
で
.
障

害
者

が
幸

せ
な

人
生

を
送

れ
る

よ
う

に
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。


